
項目 調査内容

調査日 観察日時、天候

高齢者属性
性別、年代(推定)、身体的特徴、
同伴者の有無、来店頻度

移動方法変更 店舗入口での移動方法の変更

車いす・T字型杖・ロフストランド杖
・松葉杖・歩行車・電動歩行車・
買物キャリー・シルバーカー

店舗入口での移動方法の変更

店内行動
滞在時間、行動順序、ショッピング
カート使用の有無、入退店時の入口

購入物 諸王品購入数、購入物重量

周囲の行動・対応 他来店者の行動、店員の対応

使用する移動用
福祉用具

表１ 行動観察調査項目 
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Abstract : To examine accessibility issues in small-scale stores, an observational study was conducted. The results revealed that frail 

elderly individuals use three distinct modes of mobility besides wheelchairs: cane users, shopping cart users, and walker users. 

Problems and solutions were considered based on the shopping behaviors of each group. 

 

１．研究の背景と目的 

日本では高齢化が急速に進展しており，買物は高齢

者にとって日常生活の自立を維持するうえで欠かせな

い活動である．高齢者に多くみられる買物弱者対策は

経済産業省でも様々な支援策を検討している[１].小規

模店舗は生活圏に近く利用頻度も高いが，バリアフリ

ー化は店舗側にとりスペースなど負荷が大きく，進展

しない要因となっていた．そこで国土交通省はバリア

フリー設計のガイドラインである「高齢者、障害者等

の円滑な移動等に配慮した建築設計標準」を改正し，

新たに小規模店舗のバリアフリー設計についての考え

方を示した[２]．しかし，そこでの記載内容は車いす利

用に対するものがほとんどである． 

そこで本研究では小売店舗内で，高齢者が移動用福

祉機器（車いす・杖・歩行車・買い物キャリーなど）

を用いて買物行動を行うのかを行動観察調査を行い，

店内環境やサポート体制の改善検討を目指した． 

２．研究方法 

本研究は，松戸市内に位置する K店舗（292.5㎡ 青

果販売店）を調査対象店舗とし福祉用具を使用する高

齢者の行動観察調査をした（表１）． 

調査期間は， 

2025年６月 29日 

から９月 16日， 

延べ 21日間実施 

した．店内行動 

は入店時・店内・ 

会計時・荷詰め/ 

退店時に分けて 

観察した． 

３．観察調査結果 

店舗利用者は 500∼600名/日，そのうち福祉用具使用

者は２％弱（延べ 88人）であった。その内訳は，杖使

用者が最も多く 40名，次いで買い物キャリー利用者が

28名，歩行車利用者が 7名であった．  

屋外から小規模店舗への移動手段別に店内での一連

の行動の流れを T字型杖使用者（図１），買物キャリー

使用者（図２），歩行車使用者（図３）に類型化し配慮

提案をあげた. 

車いす使用者に関しては，本調査対象店舗への来店

は散見される程度であり，店先での店員サポートの対

応である.また既に国土交通省のガイドラインでも扱

われているため本稿では対象としない. 

 それぞれの移動方法により問題点は異なる．通路床

に買物かごを置き買物行動をとる場合には一般買い物

客の躓きリスク．後方に買物キャリーを引っ張って来

店し，前方で買物カートを押して買物行動をした場合

の全長の長さによる移動の困難さ．歩行車使用者の休

憩行動による通路の占有．一般買物客へ与える影響が

大きいことが示された． 

４．まとめ 

本研究は，小規模店舗における高齢者の買物行動を

詳細に観察し，移動用の福祉機器別に店内での買物行

動や会計行動などを整理し，そこで生じる具体的な困

難や改善点を把握した． 

今後はモックアップを用いた空間検証，調査店舗の

増加，店舗側への聞取り調査を実施し，より安全で利

用しやすい小規模店舗の環境の構築を目指したい。 
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図１ T字型使用者の買物行動の流れと配慮提案 

図２ 買物キャリー使用者の買物行動の流れと配慮提案 

図３ 歩行車使用者の 
買物行動の流れと配慮提案 
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